
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の      

えんだより     

        

三寒四温とは良く言ったもので、まさに寒い日と暖かい日が行ったり来た

りしているこの頃、今年は本当に異常気象ということを痛感します。それで

も春の訪れを感じると気持ちがわくわくと浮き立ってきますね。 

早いものでもう３月。今年度の締めくくりの月となりました。 

3 月は、お子さま方の成長に喜びを感じつつ、私たちの保育を振り返る時

期でもあります。 

果たして私たちの保育は十分だっただろうか、何か足りないものはなかった

だろうか、ご家庭の皆様への援助は十分できたのだろうかといろいろと思い

を巡らせたりいたします。 

そんな思いの中で、私たちにできることは目の前にいる子どもさん方を信

じること、そして自分を信じることなのだという思いに立ち返ったりもいた

します。 

保育園での様々な活動や生活を通して育んできた「４つの‛あ,の心」 

あいさつ，ありがとう，あやまりあう，あたえあう…人を思いやり、大切に

する，また，自分も大切にする お子さま方にその気持ちをずっと忘れない

でいて欲しいと願うと共に私たちの保育の中でもさらに意識してまいりた

いと改めて感じています。 

お互いに気持ちの良い挨拶を交わし、感謝を伝えあい、許しあう心を持ち、

誰かのために何かすることの喜びを感じられるようなそんな心穏やかな温

かい毎日を過ごすことができたら、自分も周囲の方々もきっと幸せな気持ち

でいられることでしょう。どうぞ、ご家庭でもそんな日々を過ごされますよ

うお祈りしております。 

保護者の皆さまには、この一年間 保育園へのご理解とご協力を頂きまし

たことに 心より感謝申し上げます。どうもありがとうございました。来年

度もどうぞよろしくお願いいたします。 

         園長   
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        行 事 予 定 

３/ １（金）ひな祭り会 

   ４（月）幼年消防クラブ解任式 

      防火教室 

 １１（月）身体測定 

 １２（火）卒園式総練習 

 １４（木）お別れ会 

 １６（土）卒園式 

 １９（火）避難訓練 

 ２２（金）交通安全教室 

      お別れ給食 

 ２９（金）修了式 

 

   

 

 

    

 

       ＜ばら組＞ 

       ・友達や保育士とのつながりを大切にしながら、就学や進級 

        への期待を持つ。 

       ・身近な自然の変化に春の訪れを感じ、関心を持つ。 

       ・身近な人に感謝の気持ちを持って関わる。 

＜すみれ組 １・２歳児＞ 

 ・進級することに喜びや期待を持ち、身の回りのことを自分でする。 

 ・友達や異年齢児との関わりを十分に楽しみ、一緒に過ごすことを喜ぶ。 

＜すみれ組 ０歳児＞ 

 ・暖かい日は戸外で遊んだり、散歩に行ったりして気持ちよく過ごす。 

 ・見立て遊びなど、好きな遊びを繰り返し何度も楽しむ。 

 

３月生まれのおともだち 

   おたんじょうび おめでとう 

 

 

３月ねらい 

おねがい 

 ３月２９日（金）に一年間の作品を持ち帰ります

ので、大きめの袋のご準備をお願いします。 

 袋に名前を記入し、３月２５日（月）まで持って

きてください。よろしくお願い致します。 

 

おしらせ 

 ４月１日（月）は入園式を予定しておりますが、

進級児は通常保育となっております。 

 新しい年度のスタートです。元気いっぱい登園し

てください。 

 

 

お楽しみ！リクエスト給食！！ 

年長さんは保育園で給食を食べるのもあと１ヶ月です

ね。調理の先生の提案で毎年年長さんの食べたい給食やお

やつを提供するリクエスト給食があります。 

今年度の年長さんはどんなメニューをリクエストするの

かな？好みや個性あふれるリクエストが見られることもあ

り、私たちもとても楽しみです。 

＊ありがとうの月＊ 

3月は新しい年度に移るための準備の時期でも 

あります。「たくさん成長してくれてありがとう」

「見守ってくれてありがとう」…人に対してだけで

なく自分が使用した物や場所にも自然と感謝の気持

ちが生まれてくると嬉しいですね。 

１年間のありがとうから、次のありがとうにつな

げていきたいです。 

           


